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巻　頭　言
このたび、代表幹事を
勤めさせていただくこと
になりました。大矢先生、
松本先生が築いてこられ
た LFPI の伝統を守りつ
つ、新しい視点も取り入
れながら工業会の発展に
貢献したいと思っており

ます。
本工業会のこれまでの発展は、創設時から献身

的に会のためにご活躍されてきた多くの先輩方に
よるところが大きかったと思います。私が工業会
にお世話になったのは 2003 年に技術委員会に入
ってからですが、委員会の皆様のバイタリティー
と活力に圧倒された記憶があります。右も左もわ
からない状況で、2004 年のシンポジウムの実行委
員長を何とか務めることができたのも諸先輩方の
ご指導の賜物と今でも感謝しております。
さて、近年、地球温暖化への対応、エネルギー
問題、環境問題、食料問題など、多くの課題が世
間の注目を浴びています。もちろん、工学の分野
ではこれら現実の問題の解決を目指しながら、新
たなテーマに取り組むことが求められていること
はいうまでもないことですが、ともすれば、地に
足が着かず、科学的、工学的な根拠のない、うわ
べだけの議論に陥る恐れもあります。工業会は、
液体清澄化技術が、あらゆる工学プロセスの基礎
となる根幹的技術であることを認識し、地道に、
頑固に、着実に液体清澄化技術を専門とした本物
の技術者集団であり続けることをまず第 1の基本
的方針としなければならないと考えます。
工業会に求められる第 2のニーズとして、人材

育成をあげたいと思います。高度な液体清澄化技
術をもつ会員会社は、中小規模が多く、社内で技
術者としての専門的な教育を行えないところも多

いと聞いています。その証拠に、基礎実験講座は
そのプログラムが、通常、大学学部レベルで実施
されるような初歩的、基礎的なものであるにもか
かわらず、毎年定員以上の参加希望者が殺到して
おります。いつの時代でも、基礎力の無い人材、
基礎力を背景としない議論は、やがて化けの皮が
はがれてしまうのではないでしょうか。今後は、
より多くの会員会社の若い方が、気楽に参加でき
るような行事を企画していかなければならないと
思っています。
第 3の課題として工業会の組織上の問題を挙げ

たいと思います。工業会は積極的に組織の新陳代
謝を図りながら、組織を維持、拡大していく方法
を考えなければなりません。具体的には、①ベテ
ランメンバーの資産を継承しながら若返りを図り、
会を活性化させること、②多くの会員企業により
積極的に運営に参加していただくしくみをつくるこ
と、③工業会のPRを積極的にしながら新規入会
を促すしくみをつくること、の 3つをあげたいと思
います。既に実施することが決まっていますが、
会員会社に対して委員会メンバーを公募し、今ま
で委員会活動に関わっていなかった若く積極的な
人材を活用し、工業会の活性化を図るつもりでい
ます。また、今までは、見学会他の行事に会員外
をそれほど積極的に呼び込んでいませんでしたが、
工業会の行事に外部の方にも参加していただいて、
工業会の活動のすばらしさを感じていただくPRの
場としての位置づけも意識したいと考えています。
いずれにしても、会員の皆様のご協力があっ

て、始めて代表幹事の職務を全うすることができ
ます。今後ともよろしくご支援、ご協力をお願い
いたします。

LFPI 代表幹事／東京都市大学教授
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第14回 LFPI青年部会主催講座報告 （2月27日  パナソニック株式会社）

2009 年 2 月 27 日（金）青年部会（大阪）主催
の掲題の第 14 回講座に参加致しました。30 名以
上の会員が参加し、盛況な講座となりました。
講座は、3部構成で、第 1部「松下幸之助歴史館」
見学会、第 2 部　パナソニック株式会社　二村
　高広様による講演　「パナソニックのプラズマ
ディスプレー製造技術と水処理工程」、第 3部　
交流会　となっておりそれぞれについて概略の
報告をします。

1．「松下幸之助歴史館」見学会

集合場所となった「松下幸之助歴史館」は、大阪・
京阪電車、西三荘駅から徒歩 3 分の、パナソニ
ックエレクトロニックデバイスとパナソニック
電工の敷地に隣接する所にあります。外観は、
1933 年にこの地に建設された松下電器製作所本
社社屋を復元したものとなっており、館内には、
昭和を感じさせる様々な電化製品と写真・映像
によって松下幸之助氏の生涯と事業発展の歴史
が展示されています。数々のビジネス書の題材
ともなっている、今の時代にも充分通じる同氏
の訓話の数々をパネルや映像によって知ること
が出来ます。特に、参加者全員で鑑賞した「商

いの心」と題したハイビジョン映像は、「松下電
器の経営精神」に通じる同氏の様々な場面での
訓話が紹介され、同社ばかりでなく、ビジネス
にたずさわる者だれにも共感を与えるものと感
じました。本歴史館は、一般にも開放されており、
機会あれば見学をお勧めします。

2．「パナソニックのプラズマディスプレー製造

技術と水処理工程」講演

会場を同社の厚生会館会議室に移し、同社高
度生産システム開発カンパニー　主任技師　二
村高広様より講演をいただきました。
「フラットテレビの市場・技術動向」では、国
内外でのカラーテレビ需要予測、フラットテレ
ビのメーカー別シェアと価格推移の紹介があり
ました。年率二桁成長の有望市場であるものの、
価格も年率二桁以上下落する厳しい市場である
ことをあらためて実感しました。
「PDP とは」では、その構造と発光原理や液
晶、有機 ELとの比較など解説いただきました。
PDP の課題は、その消費電力であり、発光効率
を上げることで、低減に取り組んでいるとのこ
と。電極間を広くすることによって、同じ電力

『パナソニックに学ぶ、プラズマディスプレー製造技術』

見学会 講演風景
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で約 2 倍の輝度を実現する技術などの紹介をい
ただきました。
「これまでの歴史」では、1980 年代の NHK放
送技術研究所と同社で共同研究開発スタートか
らの開発の歴史の紹介がありました。近況とし
て、昨年第 4四半期の同社の PDP のシェアは、
49.9% に達したとのこと。
「尼崎工場について」「PDP モノづくりについ
て」では、既存第 3、第 4工場に加え、最新鋭の
工場として第 5 工場の生産能力や投資規模の紹
介がありました。第 5 工場の生産開始は、本年
5月の予定が 11 月に遅れるものの、月産能力は
100 万台規模となり、投資金額も減額するとはい
え2,100億円規模に達するとのことでした。また、
PDP パネルに特化した工場レイアウト、PDP 製
造工程、工場内部などの紹介がありました。PDP
製造工程の解説時には、背面板の板ガラス、電極
形成、誘電体形成、隔壁形成と前面板の板ガラス、
電極形成、誘電体形成に、洗浄を主とする水処
理関係の工程があるとの紹介をいただきました。
また、排水についても、環境保全対策として、
通常 6,043m3/日（最大 13,014m3/日）の排水量に
対し、pH、COD、SS 管理を行っているとの紹介
がありました。水の使用量は、生産量の増加と
ともに増加しており、2007 年度は、2,627 千 m3

第14回LFPI青年部会主催講座報告 （2月27日  パナソニック株式会社）

であったとのこと。
第 1 線で活躍される二村様だけに、臨場感が
ある一方、参加者に配慮いただいた解りやすい
講演をいただきました。この場をかりて感謝申
し上げます。

3．交流会

二村様の講演後、会議室を移動し、同厚生会
館内で交流会が行われました。参加企業を取り
巻く環境から、産業界の景気動向に関する話題
も多かったが、活発な意見交換が行われまた和
やかな雰囲気の交流会となりました。

最後に、本講座を主催いただいた青年部会に
感謝し、以上、報告とさせていただきます。

〈住友スリーエム株式会社　本村繁憲〉

交流会
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1．水処理用超高速ブロワによる省エネルギー

荏原実業株式会社　石井裕二　講師

次世代型省エネブ
ロワ「Kターボブロ
ワ」の製品紹介をい
ただきました。特長
としましては、①フ
ォイルエアベアリン
グ②高速永久磁石同

期モーター③専用インバータ制御と新しい発想
の機構があり、実際に排水処理設備の曝気ブロ
ワとしての導入事例を基にその効果を説明され
た。
具体的な効果として
① 省エネルギー、CO2 の削減：削減効果としては、
約 36％の電気代と約 280t/ 年の CO2 削減効果
があった。

② 騒音、振動の低減：約 10 ～ 20％の低減効果が
あり、作業環境の改善にもなった。

③ メンテナンス費用及び作業の軽減：潤滑油シ
ステムが不要で、クリーンエアーが得られる。
またベアリング、潤滑油のメンテナンス費用
も軽減できる。

④ スペースの削減：小型軽量化されており、設
置スペースはコンパクトになる。
韓国製のため、導入を躊躇される場合が多い
が、導入ユーザーからのリピートが多く、約 100
台 /3 年の実績があるとのことでした。水処理用
曝気以外に用途が拡大することを期待していま
す。

2．未利用エネルギー活用ヒートポンプシステム

について

荏原冷熱システム株式会社　栗原康成　講師

下水・河川
水・海水など
の未利用エネ
ルギーは、量
は豊富に存在
するが、温度
レベルは決し
て高いもので
はなく、エネ
ルギーとして十分に有効活用されていない。一
方、ヒートポンプの技術は近年急速に向上して
きており、これら未利用エネルギーはヒートパ
イプ熱源として冷暖房に利用できるほどの高い
レベルエネルギーとして捉えることが可能とな
った。今回は未利用エネルギー活用ヒートポン
プシステムの特徴と事例を紹介されました。
次の技術課題もあるものの、未利用エネルギ
ー活用ヒートポンプシステムは未利用エネルギ
ーの熱利用のみではなく、都市部のヒートアイ
ランド現象の抑制に繋がります。
①ヒートポンプ及び熱交換器の材質選定
②熱源水に含まれるスケール・スライム対策
③熱源水に含まれる浮遊異物・夾雑物対策

技術講座報告 （3月4日　ヨコハマプラザホテル）

『水ビジネスにおけるエネルギー回収とコストダウン』

講演会

石井裕二 氏 栗原康成 氏
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④ヒートポンプの特性を最大限発揮するための
運用システムの確立

〈株式会社ニシヤマ　矢島重勝〉

3．低曝気活性汚泥法による曝気エネルギーの削減

クラリス環境株式会社　定家多美子　講師

微生物側か
ら考えた低曝
気活性汚泥法
は、CO2 の削
減に有効的と
伺い非常に興
味を抱きまし
た。

その中でも実験結果から 1 ／ 3 の曝気エネル
ギーが削減できたことは驚いております。また
汚泥バクテリアはあらゆる種類のバクテリアの
集団から構成され、バクテリアを活用してリン
を排出しない様にしながら、リンの再利用を行
えると言った説明は、非常に興味深いものがあ
ります。
バクテリアの酸素呼吸と硝酸呼吸が行われる
仕組みと実験結果から、将来の実用化に向けた
活動に期待したいと考えております。
・試験管での化学反応に基づいた自由エネルギー
酸素を使った呼吸
　　　C6H12O6＋6O2 → 6CO2＋6H2O

△G＝－686Kcal/mol
硝酸を使った呼吸
脱窒　5C6H12O6＋24KNO3 → 30CO2＋18H2O

＋24KOH＋12N2　△G＝－36Kcal/mol
・ 酸素と酸素の代わりになる電子受容体と電子受
容後の状態
 酸素→水、硝酸→水と窒素ガス、硫酸→水と
硫化水素、二酸化炭素→水とメタン

・反応槽内部並びに放流水の曝気状態での比較

 標準活性汚泥法　DO　3mg/L　酸素と硫酸を
使用し、硫化水素を発生　低曝気活性汚泥法
 DO　1mg/L 以下　酸素と硝酸を使用窒素ガス
を発生　放流水に硝酸が少ない

4．省エネ攪拌機によるコストダウンおよび槽内

適性攪拌の検証

株式会社日立プラントテクノロジー

大出浩輔　講師

攪拌機の位置づ
けから、高度処理
における攪拌機を
利用したシステム
構成と攪拌機の省
エネ化の説明の中
から、攪拌機の製
品開発に至る説明
を伺い、今後のコストダウンに寄与される商品であ
ることが良く理解できました。
今後の実処理場における省エネルギー効果を
高めて頂きたいと考えております。
・高度処理における攪拌機
 従来の処理に対してN，P除去工程が付加され
その嫌気槽・無酸素槽内に攪拌機を設置する
システム構成

・攪拌機の省エネ化とコストダウン
 従来型の水中攪拌機に対して省エネ攪拌機で
は、反応槽で 12％電気使用量削減

・攪拌機の機能と省エネ指標
 反応槽内全体を均等に攪拌、微生物／汚水　
接触効率を高める。
 省エネ評価の指標は、槽底部流速を 0.1m/s 以
上確保するために汚水 1m3 あたり必要な動力
（W）値＝必要攪拌動力密度（W/m3）→小
・省エネ攪拌機の基本構造
 従来品 Pミキサーと省エネ攪拌機の図による

技術講座報告 （3月4日　ヨコハマプラザホテル）

定家多美子 氏

大出浩輔 氏
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比較、省エネ攪拌機の概要
 省エネ攪拌機の上下吹出し流量比の適正化と
シュミレーションモデルの説明

・実処理場における省エネ性の検証
 某市某下水処理場における実証試験結果とし
て、容量 720m3 において 0.8W/m3 で充分な底
部流速を得られる。

〈株式会社ニシヤマ　三森満幸〉

5．逆浸透法海水淡水化におけるエネルギー回収

の原理とその応用

MHI ソリューションテクノロジーズ株式会社

　芹澤　曉　講師

水資源の有効利用をするために、現在注目さ
れている技術の海水淡水化技術と、そのエネル
ギー回収についてご紹介を頂きました。
主要の以下の方式をご説明いただきました。
①蒸発法：・多段フラッシュ法（MSF）・多重効
用法（MED）・上記圧縮法（VC）　②膜法：逆浸
透法（RO）③ハイブリッド法（Hybrid）：多段
フラッシュ法+逆浸透法　
主要方式の特徴として、多段フラッシュ法は、
湾岸諸国で既に実績のある方式で、塩濃度が高
い地域では、これらの物質に影響の少ないこの
方式が主流でありました。それに対し、逆浸透
法は、ろ過膜の一種に通し、水を通すが、イオ
ンや塩類などは透過しない性質を持っている。
多段フラッシュ法よりエネルギー効率に優れ、

技術講座報告 （3月4日　ヨコハマプラザホテル）

電力のみで小型から大型まで普及してきている。
膜は汚れやすいため、前処理により、濁質成分、
有機物成分等を除去する必要があり、淡水化す
る海水の水質に従い前処理の設計を行う必要が
ある、とご説明いただきました。
そのほか、逆浸透法海水淡水化における各メ
ーカのエネルギー回収原理を動画での説明、装
置比較、導入事例をご紹介いただき、今後は回
収装置の中でも、Dweer または PXが成長する
と思われ、その課題は、大型化によるコストダ
ウンと、海水と濃縮水の混合の低下とご説明い
ただきました。

6．技術交流会

技術交流会は立食パーティー形式で、事務局
の方々、講師の方々、受講生が集まって、和や
かな雰囲気で執り行われました。普段なかなか
接することのない、異業種の方々と、液体に関
する技術交流ができ、貴重な場となりました。
また、講師の方々に、講義の際は聞けなかった
素人の質問にも快くお答え頂き、とても有意義
な時間を得ることができました。
最後になりましたが、お忙しい中、講師をし
ていただいた皆様、ならびに、このような講座
を企画していただいた日本液体清澄技術工業会
の皆様に深く御礼申し上げます。

〈株式会社ニシヤマ　二瀬寛太〉

芹澤　曉 氏

技術交流会
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連載　水処理会社で得た体験と人脈 3

澤田繁樹　株式会社ウェルシィ

3．社会人壮年期　横浜から厚木へ
1985 年、36歳の時、栗田工業の研究所が横浜か

ら厚木に移った。ちょうどそのころ、し尿処理に膜
分離を適用しようとする大きな流れがあり、固液分
離膜の高効率化とファウリング抑止の研究を行っ
た。35歳から45歳の10年間で固液分離膜に関して、
研究開発、実用化、市場開発まで充実した仕事が
できた時期であった。
横浜から厚木に亘る期間に、われわれにインパ

クトを与えた人物は、現業の設計から研究所に戻
ってきた上司で、設計在籍中に博士号を取った人
物であった。この上司のモットーは、研究者の成
果は「特許」と「報告書」だというもので、「本当
に研究できるのは 35歳から 45 歳の研究者壮年期
10年なので、1年10件、10年で100件の特許を出せ」
という命令を出した。忠実な私はこれを真に受け
て、壮年期10年で 200 件、在社中 322 件を出願、
登録 107 件の特許を取った（報奨金はすべて飲み
代に消えたが）。
厚木では凝集汚泥および活性汚泥の固液分離膜

の応用研究に着手した。逆洗を組み入れると飛躍
的に膜ろ過流束が高くなる無機系廃水の固液分離
は後輩に任せて、標準活性汚泥に親しんできた私
は、活性汚泥の固液分離膜に取り組むことにした。
開発に先立ち敵を知ることが大切なので、先ず、
文献と書籍から膜分離の概要を調べたところ、活
性汚泥の膜分離特性をズバリ述べてある文献は少
なく、新たな知見と開発要素はまだまだあるはずだ
と面白くなった。
有名なDDS社のMadsenが書いた本を参考に、

活性汚泥の膜分離特性を調べるために図 1の透明
平膜セルを作り通水実験を行うことにした。流路
高さ、クロスフロー流速、圧力、濃度などを変えて
通水したところ、べき乗則流体の特性を示すこと
などがわかった。流路長を短く、乱流促進機構を
組み入れれば高い膜ろ過流束が得られると考えて、
平膜支持板に凹凸構造を与える検討を行った。最
適の構造を求めるため、4分割した平膜セルの支
持板挿入部に、いろんな凹凸支持板を挿入して実

験の効率化
を図った。
し尿処理場
で実験中で
あった膜分
離 活 性 汚
泥実験場に
平膜セルを
並べて日々
実験を行っ
た。この結果、微細な凹凸支持板より2倍の膜ろ
過流束が得られる構造を見つけ、独自のUF平膜
装置を開発し、1987 年に実装置を納入した。
平膜装置の開発と並行して、SSが存在しても流
路が詰まらないスパイラル膜エレメントの開発に取
り組んだ。ネットでは無く、トタン屋根構造のスペ
ーサーにすれば SSは詰まらないとの発想であった
が、実際にプラスチックシートをトタン屋根構造に
加工してスパイラル状に巻きつけると、スペーサー
は押しつぶされてペッチャンコになり流路が保持
でできないハメになった。ここで閃いたのが、平膜
支持板の凹凸構造であった。トタン屋根の構造に
凹凸状の壁を造れば押しつぶされない筈だという
ことで、何種か試作し、ジグザグスペーサーを発
明した。膜メーカーの協力を得て1990 年に実用化
した。平膜装置はコスト高なので、安価なスパイ
ラル構造で活性汚泥分離を実現したいとの思いで
あったが、実用化したのは超純水回収に新開発し
た生物流動層からの菌体分離への適用であった。
短期間に独自の膜ろ過装置を開発できたのは、

実験の工夫と効率化を図ったことと、開発途中か
ら出来上がり姿の要望を述べ、出来上がるとともに
売ってくれた現業の関係者のお陰だと思っている。
特別特許実績報奨金を貰ったとき、仲間と山分け
して、残り
を図 2のテ
レホンカー
ドにして、
社内関係者
に配った。

図2　つまらないスパイラル膜エレメント

3.2
W40 mm L840 mm H1.5 mm 11.5 mm 0.0336 m2

図 1　透明平膜セル
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連載　汚泥脱水 3

株式会社石垣　菅谷謙三

下水汚泥の脱水
1）下水汚泥の性状
下水処理場では、最初沈殿地から初沈汚泥が、
活性汚泥処理プロセスからは好気性微生物を主と
した余剰汚泥が発生します。これらを混合したも
のを混合生汚泥、また、これを嫌気性処理したも
のを嫌気性消化汚泥と呼んでいます。
2）無機薬品による脱水の時代
下水汚泥は、昭和 30年代前半までは嫌気性消化

して天日乾燥により緑農地還元するのが一般的で
した。昭和 30年代後期から、高度成長期による下
水道普及率の向上とともに発生汚泥量が増え、機
械脱水方式を採用する都市が増えます。機種はヤ
ングフィターやベルト式などの真空脱水機で消石
灰と塩化第二鉄を使用。昭和 35年では図 1のよう
に真空が20台弱、また遠心分離機も10台弱でした。
当時は遠心の実用化が進まず、真空が主流になり
ます。昭和 45年頃から、産廃法の規制強化もあり、
低含水率のケーキが得られる加圧脱水機が使用さ
れるようになります。加圧は圧搾機構の付加やろ
布走行機構の改善による新機種が次々と登場しま
す。加圧脱水ケーキは無機薬品の使用により臭気
が抑制され、土質強度も高く埋立て処分には最適
なものでした。
3）有機高分子凝集剤による脱水の時代
昭和55年頃には海外で開発された有機高分子凝
集剤の導入により、遠心分離機の脱水性能が向上し
ます。高分子凝集剤は、焼却灰を増量させないため、
焼却処分に移行する都市部でメリットがありました。
同時期に欧米で使用されていたベルトプレスが
導入されます。石油危機もあり、遠心分離機と比
べて省エネ性が注目されます。特に昭和 59年に建
設省が実施した「下水汚泥の高効率型ベルトプレ
ス脱水機の開発」と呼ぶフィールド実験にはメー
カ22社が参加しこれを契機に二液法等の薬品調質
技術も向上しベルトプレスが急速に普及し、高分
子凝集剤による脱水方式に転換されていきます。
しかし、ベルトプレスはろ布交換の費用が高額に
なる等の欠点を有していました。

遠心分離機は高速回転による高騒音、振動やコ
ンベヤの磨耗などの欠点を、パッケージ化や刃先
の硬化技術の革新により改善し、かつ高効率化や
低動力化などの改良が進み、大容量処理の機種と
して主流になっています。しかし、まだ消費動力
が大きいのが欠点です。
4）金属ろ材脱水機の登場（スクリュープレス）
近年では、ろ布を使用しないで金属ろ材を使用

する多重円板型や各種スクリュープレスあるいは
回転型脱水機等の新機種が登場してきます。スク
リュープレスは昭和 50年代から下水道でも使用さ
れましたが、高分子凝集剤と消石灰の併用や蒸気
加温の使用などの難点がありました。スクリュープ
レスのなかでも圧入式スクリュープレスは凝集汚
泥を微圧で圧入し、汚泥の充填性を改善して能力
を向上させたもので高分子凝集剤単独脱水を可能
としました。また、大型機種も製造され、遠心分
離機に匹敵する大容量処理が可能となっています。
これら金属ろ材脱水機は低速回転で消耗部品も少
なく、極めて省エネでCO2 削減が求められる今日
では、下水道での標準的な機種になってきています。

図 1　脱水機種の推移（下水道統計より）

図 2　スクリュープレス
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雑記〈少年期の夢三題〉雑記〈少年期の夢三題〉
「塔」

私が見ている世界は無彩色であり、人が生きて
いけるような手掛かりは何も無かった。
荒涼とした空間に眼を凝らすと、人間の造った

ものとは思えない巨大な白い塔が見えた。
塔は遠景でありながらその巨大さゆえに目の前

にそびえていた。しかし、その頂点は黒い雲の中
に消えていて、高さがどれくらいあるのか想像が
つかなかった。
塔の背面からは強烈な風が吹き込んでいたが、

男が 2人、それに動じる風も無く錆びた鉄柵に体
をあずけるようにして悠然と煙草を吸っていた。
突然、男達の髪が塔からの強風を受け、天空に

向かって巨大な闇の渦となって拡がりながら私の
視界を閉ざしていった。

「夕暮れの光の中で」

その日は空襲だった。
逃げる途中で家族はバラバラになった。カゲヤ

マさんという人がバケツに汲んだ水を体にかけて
くれたので火の中を走り抜けることができた。
澱んだ川があり、私はその水辺に佇んでいた。

川の中でたくさんの人が死んでいた。
夕暮れの光の中で姉もどこかで死んだという話

を聞かされた。
いつの間にか私の後ろに両親が立っていたのだ
が、残光を背にしたその黒々としたシルエットの
中には何の表情も読み取ることができなかった。
突然、悲しみが押し寄せてきて、私は失ったも

のの重さに耐えきれず、さめざめと泣いた。

「空を飛べるという」

空を飛べるという。
私は飛べるはずがないと言ったのだが、既に崖

の渕に立たされていた。
崖の下は濃い霧のようなものに覆われていて何

も見えなかった。
「飛べるよ」、「大丈夫だよ」と後で誰かが言っ

ている。
次の瞬間、私は深い奈落の底に向かって落下し

ていった。もうダメだ！すべて終わりだ！と思っ
た時、私は空を飛んでいた。
眼下に美しい畑が広がっていて、その向こうに
広大な海が見渡せた。たとえようもない良い気分
の中で、空を抱くように両手を広げて風に向かっ
て行った。
「私は飛べたのだ」と実感した。

〈富士フィルター工業㈱　卜部兼好〉
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会　告会　告
北京飲料水展示会と清華大学視察団派遣

日　時：4月 14 日～18 日
※詳細は事務局からの案内メールをご覧下さい。

会員交流会

日　時：6月 5日（金）午後
場　所：横浜国立大学
内　容：
① 技術講演会「石油ピークが来た」

（石井東大名誉教授）
　　　　　　 「最近の溶剤リサイクル」

（川瀬 LFPI 理事）
②会員企業の「製品・技術紹介」
③新入会員の「会社・製品紹介」
※ 詳細は追ってメール、ホームページでご案内
致します。

基礎技術講座

日　時：７月８日（水）　13：00 ～
場　所：ヨコハマプラザホテル
内　容： 液体清澄化に関する周辺技術－液体フ

ィードシステム
　　　　 レオロジー、バルブ、ポンプ、サニタ

リーシステムについて
※詳細は追って連絡します。

編集/発行：日本液体清澄化技術工業会　広報委員会
住所：〒194－0032　東京都町田市本町田2087－14
TEL（042）720－4402　FAX（042）710－9176
LFPIホームページ http://www.lfpi.org

編集後記編集後記
4 月は、いろいろな物事が新たに始まるスター
トの時です。多くの方が、昨年末からの未曾有
の経済危機の回復のスタートを願う月でもある
と思います。マスコミの多くは、危機の深刻さと、
暗いニュースを前面に掲げ、読者の不安をあおり、
購読者を獲得しようとしているように思えてな
りません。
しかし、LFPI の News Letter は常に前向きで、
明るく、希望のある情報を伝え、工業会の皆様
の前向きな活動と共に歩いていきたいと思いま
す。今号でレポートしていただいています技術
講座も液体清澄化とエネルギー削減という時代
の要求に合致した環境にやさしい 2 種類の重要
な技術の組み合わせに関するものです。
LFPI にはもともと環境対応技術を持つ会員企
業が多く、地球環境の未来に果たすべき重要な
役割を担っていると思います。広報委員会とし
てもWeb での News Letter の強みを生かし、よ
り見やすい構成としてお伝えしていきたいと考
えていますので、引き続き皆様のご協力をお願
いいたします。

〈メルテックス㈱　渡邉弘行〉
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